
山本隆三
Ryuzo Yamamoto

常葉大学経営学部教授

住友商事地球環境部長等を経て現
職。経済産業省産業構造審議会臨時
委員などを歴任。NPO法人国際環境
経済研究所所長を務める。著書に『電
力不足が招く成長の限界』（エネル
ギーフォーラム）など。
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ENERGY

ラ
ン
と
オ
マ
ー
ン
に
挟
ま

れ
た
幅
33
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
は
、
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に

と
り
最
も
重
要
な
場
所
だ
。
世
界
の
原
油
消

費
量
１
億
バ
レ
ル
／
日
（
ｂ
ｐ
ｄ
）
の
約
20

％
は
同
海
峡
を
通
り
供
給
さ
れ
て
い
る
。
海

上
輸
送
量
に
限
れ
ば
約
40
％
に
相
当
す
る
。

５
月
12
日
に
同
海
峡
近
く
で
４
隻
の
タ
ン
カ

ー
が
攻
撃
さ
れ
、
６
月
13
日
に
は
日
本
企
業

の
船
舶
を
含
む
２
隻
が
攻
撃
さ
れ
た
。
イ
ラ

ン
が
攻
撃
し
た
と
米
国
は
主
張
し
て
い
る

が
、
イ
ラ
ン
は
否
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
攻
撃
側
の
能
力
誇
示
が
目
的
だ
ろ

う
。
攻
撃
さ
れ
た
６
隻
は
撃
沈
さ
れ
て
お
ら

ず
、
原
油
を
積
ん
で
い
た
タ
ン
カ
ー
は
含
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
。
米
国
が
強
化
し
た
制
裁

に
よ
り
５
月
の
イ
ラ
ン
か
ら
の
原
油
輸
出

は
、
前
月
の
約
４
分
の
１
、
前
年
同
期
の
約

イ

WEDGE

O
P
I
N
I
O
N

ホ
ル
ム
ズ
危
機
で
露
呈
す
る
脆
弱
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
保

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
要
所
で
あ
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
情
勢
が
悪
化
し
て
い
る
が
、そ
の
影
響
を
最
も
受
け
る
の
は
日
本
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
が
脅
か
さ
れ
る
中
、社
会
的
便
益
の
高
い
原
子
力
発
電
に
対
す
る
規
制
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
９
％
の
日
本

問
わ
れ
る
原
子
力
規
制
の
あ
り
方

10
分
の
１
、
23
万
ｂ
ｐ
ｄ
ま
で
落
ち
込
ん
だ

と
み
ら
れ
て
い
る
。
原
油
に
依
存
す
る
イ
ラ

ン
経
済
は
供
給
不
安
に
よ
り
価
格
が
上
昇
す

れ
ば
助
か
る
に
違
い
な
い
が
、
米
中
貿
易
摩

擦
に
よ
る
世
界
経
済
へ
の
不
安
も
大
き
く
、

供
給
不
安
定
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
油
価
格

の
大
き
な
上
昇
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
６
月
24
日
「
米
国

は
世
界
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
国
に
な

り
、
中
東
に
い
る
必
要
性
も
な
く
な
っ
た
。

な
ぜ
、
中
国
、
日
本
な
ど
多
く
の
国
の
た
め

に
無
償
で
海
路
を
守
る
必
要
が
あ
る
の
か
」

と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。
１
９
８
０
年
代
か
ら
原

油
生
産
量
の
減
少
が
続
い
て
い
た
米
国
は
、

原
油
輸
入
量
の
増
加
に
よ
り
需
要
を
賄
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
２
０
０
０
年
代
後
半
か
ら

の
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
っ
て
原
油
生
産
量
を

増
や
し
、
い
ま
や
米
国
は
世
界
一
の
原
油
生

産
国
と
な
り
、
天
然
ガ
ス
の
生
産
量
も
世
界

A
FP/A

FLO

ホルムズ海峡で攻撃された日本企業の石油タンカー
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ムダを取り戻す経営
バブル崩壊から30年の時が流れたが、日本企業はかつての勢いを取り戻せていない。

それもそのはず、この間、日本は世界がアッと驚く「価値」をどれだけ生み出してきただろうか。
合理化、生産性向上が叫ばれているが、「創造の芽」を育むムダは逆に取り戻すときだ。

文・野中郁次郎、やまだようこ、中島厚志　インタビュー・坂根正弘、金井誠太、小池利和、松本正義、星野佳路、森岡 毅

データ偏重が摘んだ「創造の芽」

HENRIK SORENSEN/GETTYIMAGES
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ブ
ル
崩
壊
か
ら
約
30
年
が

経
過
し
た
︒
平
成
か
ら
令

和
へ
と
時
代
が
移
っ
た

が
︑
日
本
企
業
の
活
力
は

失
わ
れ
た
ま
ま
だ
︒
バ
ブ
ル
景
気
だ
っ
た
１

９
９
０
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
５
・

６
％
だ
っ
た
が
︑
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
︑
低
迷

が
続
き
︑
２
０
１
８
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
は
０
・
７
％
だ
︒

　

な
ぜ
低
迷
が
続
い
て
し
ま
っ
た
の
か
︒
そ

の
最
大
の
原
因
は
日
本
企
業
の
経
営
手
法
が

米
国
発
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
偏
り
す
ぎ

た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
︒
バ
ブ
ル
崩
壊
で

経
営
の
自
信
を
失
っ
た
日
本
企
業
は
︑
平
成

の
30
年
間
︑
米
国
で
流は

行や

り
の
経
営
手
法
・

指
標
や
ツ
ー
ル
を
導
入
し
︑
Ｍ
Ｂ
Ａ
︵
経
営

学
修
士
号
︶
取
得
を
奨
励
す
る
な
ど
︑
米
国

型
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
︒
こ
の
米
国
型
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
偏

重
が
︑
日
本
企
業
か
ら
組
織
的
に
新
た
な
付

野中郁次郎  Ikujiro Nonaka

一橋大学名誉教授

早稲田大学政治経済学部卒業。富士電機
製造勤務ののち、カリフォルニア大学経
営大学院（バークレー校）にて博士号（Ph.
D）を取得。防衛大学校教授、北陸先端
科学技術大学院大学教授などを経て現職。
『直観の経営』（共著、KADOKAWA）な
ど著書多数。

バ

「三つの過剰」に陥った平成の日本企業
今こそ共感や直観による経営を取り戻せ
平成の30年間、日本企業の活力を奪ったものは何だったのか。
「知識創造経営」の第一人者である筆者が、米国型マネジメント、そして成果主義など
欧米式人事管理への偏重に警鐘を鳴らす。

文・野中郁次郎  Ikujiro Nonaka　写真・井上智幸 Noriyuki Inoue

科学的アプローチに偏りすぎた日本企業

01PAR
T

失われた20年の
失敗の本質
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成
の
30
年
間
、
そ
の
多
く

の
期
間
に
わ
た
っ
て
日
本

経
済
は
停
滞
を
続
け
て
き

た
。
過
去
30
年
の
実
質
経

済
成
長
率
を
見
て
も
、
日
本
は
年
平
均
１
・

３
％
で
、
比
較
可
能
な
世
界
１
４
５
カ
国
中

第
１
３
６
位
と
最
下
位
ク
ラ
ス
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
30
年
前
に
は
世
界
第
４
位
で

あ
っ
た
ド
ル
ベ
ー
ス
で
の
一
人
当
た
り
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
０
１
８
年
に
は
第
26
位
に
落
ち

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
ト
ッ
プ
の
国
と
の

差
で
言
え
ば
、
30
年
前
に
は
第
１
位
ス
イ
ス

の
８
割
以
上
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
３
分
の
１
程
度
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
長
期
の
停
滞
の
背
景
に
は
、
日
本
経

済
を
下
押
し
す
る
多
く
の
出
来
事
が
あ
っ

た
。
１
９
８
０
年
代
後
半
の
未
曽
有
の
不
動

産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
始
ま
り
、
90
年
代
半
ば

に
か
け
て
の
日
米
貿
易
摩
擦
と
超
円
高
、
ア

ジ
ア
金
融
危
機
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
含

む
世
界
金
融
危
機
、
そ
し
て
少
子
高
齢
化
の

進
展
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
相
次
い
だ
経
済
金
融
危
機
は
企

業
の
収
益
を
大
き
く
下
振
れ
さ
せ
た
。
92
年

末
か
ら
93
年
に
か
け
て
、
日
本
企
業
の
経
常

利
益
額
は
90
年
初
の
半
分
近
く
に
ま
で
落
ち

込
ん
だ
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
２
０
０

平

「失われた20年」を凌ぎ「貯金」は潤沢
日本企業は今こそ未来への「種まき」を
バブル崩壊やリーマンショックなどの相次ぐ金融危機に直面して、
業容拡大よりコスト抑制を重視してきた日本企業。
今こそ、新たなニーズを捉え、長期停滞から脱却するための投資を行うべきだ。

文・中島厚志 Atsushi Nakajima

人材投資や省力化投資で生産性向上

02PAR
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低成長を脱する
処方箋

ムダを取り戻す経営
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加
価
値
を
継
続
的
に
生
み
出
す
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
掲
げ
た
の
が「
ダ
ン
ト
ツ
経
営
」

で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
を
進
め

た
。

　

今
や
コ
マ
ツ
が
販
売
し
、
稼
働
中
の
ほ
ぼ

全
て
の
建
設
機
械
に
標
準
装
備
さ
れ
て
い
る

「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｘ
（
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク
ス
）」

が
分
か
り
や
す
い
。
こ
れ
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
通
信

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
世
界
中
の
コ
マ
ツ
建

機
一
台
一
台
の
位
置
や
稼
働
状
況
、
燃
料
の

残
量
な
ど
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
所
有
者
と
コ

ン
ト
ツ
経
営
」。
こ
れ
は

競
争
相
手
よ
り
群
を
抜
い

て
優
れ
て
い
る
企
業
を
目

指
す
、
コ
マ
ツ
が
掲
げ
る

経
営
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
。
昨
年
度
に
は
過
去
最

高
の
売
上
高
、営
業
利
益
を
達
成
す
る
な
ど
、

こ
こ
ま
で
業
績
を
拡
大
で
き
た
の
は
、
ダ
ン

ト
ツ
を
追
い
求
め
る
経
営
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
相
手
よ
り
少
し
上
を
行
く
く
ら
い

で
は
、
す
ぐ
に
追
い
付
か
れ
る
た
め
、
圧
倒

的
に
先
行
す
る
ダ
ン
ト
ツ
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
を
達
成
す
る
上
で
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
だ
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
始
ま
っ
た
平
成
の

時
代
に
は
、
多
く
の
日
本
企
業
が
同
業
他
社

と
同
じ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
中
で
シ
ェ
ア
拡

大
競
争
や
価
格
競
争
に
陥
り
、
体
力
を
削
っ

て
い
っ
た
。コ
マ
ツ
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

私
が
社
長
に
就
任
し
た
２
０
０
１
年
に
は
８

０
０
億
円
も
の
赤
字
を
抱
え
て
い
た
。
建
設

機
械
市
場
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を
走
る
米
キ
ャ

タ
ピ
ラ
ー
社
の
後
を
追
い
、
自
慢
の
モ
ノ
づ

く
り
力
で
勝
負
し
て
き
た
も
の
の
、
固
定
費

が
膨
ら
ん
で
い
た
。

　

事
業
の
多
角
化
や
間
接
部
門
の
肥
大
化
な

ど
で
膨
れ
上
が
っ
た
固
定
費
を
削
る
た
め

に
、「
一
度
限
り
の
大
手
術
」
と
決
め
て
リ

ス
ト
ラ
を
行
っ
た
が
、
成
長
の
た
め
に
は
付

「
ダ

ビジネスモデルの変革なくして
企業に未来はない
800億円もの赤字を抱えていたコマツをV字回復させ、
危機から救った敏腕経営者・坂根正弘氏が、現役最後の日に
日本の製造業復活に向けたヒントを語った。

写真・井上智幸 Noriyuki Inoue

シェア・価格競争からの脱却

坂根正弘  Masahiro Sakane

コマツ顧問

1941年生まれ。63年、大阪市立大学工学
部卒業後、コマツに入社。90年、小松ド
レッサーカンパニー（現コマツアメリカ）
社長。2001年、コマツ代表取締役社長。
07年、同代表取締役会長。13年、相談役。
19年より現職。経団連副会長、経済産業
省総合資源エネルギー調査会会長などを
歴任。
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マ
ツ
に
伝
達
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
所
有
者

は
面
倒
な
保
守
管
理
を
効
率
化
で
き
、
コ
マ

ツ
は
各
地
で
の
建
設
機
械
の
稼
働
状
況
を
知

る
こ
と
で
、
市
場
の
景
気
動
向
把
握
も
可
能

に
な
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
90

年
代
後
半
当
時
で
は
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム

で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
先
駆
け
と
も
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。

　

建
機
は
高
額
な
商
品
で
盗
難
被
害
も
世
界

各
地
で
頻
発
し
て
い
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
所
在
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
、
被
害

が
激
減
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
建
機
の
性
能
に
加
え
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
う
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
、

赤
字
を
立
て
直
し
て
業
績
を
拡
大
で
き
た
。

そ
の
後
、
同
業
他
社
も
類
似
の
装
置
を
採
用

し
て
き
て
い
る
が
、
10
〜
15
年
間
の
先
行
者

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
大
き
い
。

逆境を乗り越えた
経営者の格言
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松本正義  Masayoshi Matsumoto

関西経済連合会会長

住友電気工業会長。1967年一橋大学
卒業後、同社に入社。米国、英国で
の駐在経験が長く、2004年の社長就
任から13年間で連結売上高を倍増さ
せた。17年から現職、25年の大阪・
関西万博招致に尽力した。

業
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

経
営
哲
学
が
あ
り
、
あ
る

べ
き
姿
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
最
適
な
経
営
の
か
た

ち
が
あ
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
は
本
来
、

そ
れ
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
く
る
も
の
だ
。
企

業
の
業
種
や
業
態
、
規
模
、
成
長
段
階
や
企

業
を
取
り
巻
く
環
境
な
ど
、
各
社
の
事
情
も

異
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
コ
ー
ド
が
異
な

っ
て
い
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　

東
京
証
券
取
引
所
が
定
め
た
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
は
、
経
営
の
前
提

と
な
る
重
要
な
原
則
に
つ
い
て
明
文
化
す
る

こ
と
で
、
自
明
で
あ
る
が
ゆ
え
に
見
失
い
が

ち
な
部
分
を
経
営
者
に
意
識
さ
せ
る
枠
組
み

と
し
て
意
義
は
あ
る
と
思
う
。
一
方
で
、
一

律
に
コ
ー
ド
を
守
れ
と
い
う
経
営
の
自
由
度

を
奪
う
よ
う
な
や
り
方
は
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
昨
年
６
月
に
改
訂
さ
れ
た
コ
ー
ド
を

み
る
と
、
全
体
と
し
て
の
立
て
付
け
が
依
然

と
し
て
株
主
の
権
利
確
保
に
偏
重
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。
会
社
を
も
り
立
て
て
く
れ

る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
機
関
投
資
家
や

株
主
だ
け
で
は
な
く
、
従
業
員
や
顧
客
、
取

引
先
、
地
域
社
会
と
多
様
で
あ
る
。
企
業
活

動
で
得
た
富
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
果

た
し
た
責
任
や
貢
献
度
に
応
じ
て
公
平
、
公

企

株主偏重のガバナンスは
企業の成長を阻害する
コーポレート・ガバナンス強化の動きに対して、
形式よりも実質を伴った改革にすべきと提言する
関西経済連合会のトップに、その意図を聞いた。

長期視点の経営を取り戻せ

PAR
T

正
に
分
配
し
な
け
れ
ば
、
企
業
の
持
続
性
は

保
て
な
く
な
る
。

形
を
重
ん
じ
実
が
伴
わ
な
い

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
は
無
意
味

　

ま
た
改
訂
版
の
コ
ー
ド
で
は
、
独
立
社
外

取
締
役
は
３
分
の
１
以
上
や
、
取
締
役
の
構

成
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
国
際
性
を
意
識
す
る

よ
う
に
と
の
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
独
立

社
外
取
締
役
の
候
補
者
は
少
な
く
、
今
で
も

一
人
が
５
社
も
６
社
も
兼
務
し
て
い
る
実
態

な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

　

も
っ
と
柔
軟
性
を
持
っ
た
制
度
設
計
に
し

て
、
形
式
で
は
な
く
実
質
を
伴
っ
た
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
追
求
し
て
い
か
な
い
と
、
目
指
す
べ

き
「
会
社
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な

企
業
価
値
の
向
上
」
に
逆
行
し
か
ね
な
い
と

危
惧
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス

プ
レ
イ
ン
」
の
考
え
方
が
日
本
企
業
に
浸
透

し
て
い
な
い
点
も
気
に
な
る
。
経
営
者
に
経

営
哲
学
が
あ
れ
ば
、
コ
ー
ド
に
従
わ
な
い
場

合
は
、
そ
の
理
由
を
株
主
に
対
し
て
堂
々
と

説
明
を
し
て
納
得
を
得
れ
ば
良
い
。し
か
し
、

経
営
者
が
ま
じ
め
す
ぎ
る
の
か
、
コ
ー
ド
に

従
わ
な
い
こ
と
を
「
悪
」
と
感
じ
た
り
、
あ

る
い
は
説
明
す
る
の
を
面
倒
だ
と
感
じ
た
り

し
て
、
コ
ー
ド
に
従
っ
て
体
裁
を
整
え
て
い

株
主
資
本
主
義
が

も
た
ら
す
弊
害

WEDGE
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自業自得のケータイ業界
ぬるま湯体質を打破できるか
政府主導で行われた通信料金と端末代金のセット値引きの禁止が批判されるが、
自らぬるま湯を脱却できなかった携帯大手が招いた災いと言える。

政治介入の批判はあたらない

文・尾崎史生 Shio Ozaki

国
内
の
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス

は
今
秋
、
激
動
の
時
期
を

迎
え
る
。
政
府
主
導
で
通

信
料
金
と
端
末
代
金
の
セ

ッ
ト
値
引
き
を
禁
止
す
る
「
完
全
分
離
」
が

導
入
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

シ
ョ
ッ
プ
店
頭
で
見
ら
れ
た
「
一
括
０
円
」

と
い
っ
た
ス
マ
ホ
安
売
り
が
根
絶
さ
れ
る
見

通
し
だ
。
２
年
契
約
途
中
で
解
約
し
た
場
合

の
違
約
金
に
も
メ
ス
が
入
り
、
従
来
と
比
べ

て
大
幅
に
安
い
上
限
１
０
０
０
円
に
見
直
さ

れ
る
。ス
マ
ホ
安
売
り
で
利
用
者
を
獲
得
し
、

あ
の
手
こ
の
手
で
契
約
者
を
囲
い
込
ん
で
き

た
携
帯
大
手
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
崩
れ
る

シ
ナ
リ
オ
が
現
実
味
を
増
し
て
い
る
。

　

政
府
の
厳
し
い
介
入
は
、
何
度
も
消
費
者

に
向
き
合
っ
た
改
革
を
促
さ
れ
な
が
ら
も
、

自
ら
ぬ
る
ま
湯
を
脱
却
で
き
な
か
っ
た
携
帯

大
手
が
招
い
た
災
い
と
言
え
る
。

「
違
約
金
の
上
限
１
０
０
０
円
は
寝
耳
に
水

だ
。
す
べ
て
の
前
提
が
崩
れ
て
し
ま
う
」。

６
月
上
旬
、
一
部
報
道
機
関
で
報
じ
ら
れ
た

政
府
の
意
向
に
つ
い
て
携
帯
大
手
関
係
者
は

こ
の
よ
う
に
絶
句
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
、
い
わ
ゆ
る

２
年
縛
り
契
約
の
違
約
金
は
い
ず
れ
も
９
５

０
０
円
で
横
並
び
。
大
手
３
社
の
通
信
料
金

は
、
契
約
者
の
２
年
利
用
が
保
証
さ
れ
る
こ

6月からの新料金プランを発表するNTTドコモの吉澤和弘社長

TS
U

N
O

D
A YO

S
H

IO
/A

FLO


	008-010_1908_20_OP1_エネルギー
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